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アイスバーン
はみ出し、正面衝突

アイスバーン スピードダウンと車間距離

カーブ手前で十分減速し

滑走スリップ、横滑りスピンに注意

留寿都村 アイスバーン 左カーブ
ダンプがスリップ、対向車線にはみ出し

トラックと正面衝突
トラックの男性、足の骨を折る大けが

２０２１年１２月１７日 １４時２７分

１７日午前１０時ごろ、留寿都村三ノ原の国道２３０号線でダンプとト

ラックが正面衝突しました。

警察によりますとこの事故でトラックを運転していた男性が意識不明の

状態で病院に運ばれ、その後、意識は回復しましたが足の骨を折る大けが

をしたということです。

現場の状況などからダンプが対向車線にはみ出したとみられ、警察は運

転していた会社員の男性容疑者（６１）を過失運転傷害の疑いでその場で逮

捕しました。 調べに対し、「スリップして衝突してしまった」などと話

しているということです。

現場はダンプから見て左カーブの片側１車線の道路で、当時、路面はア

イスバーン状態だったということです。

警察はダンプがスリップし車線をはみ出したとみて事故の詳しい原因を

調べています。


